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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 
【背景】深屈曲を要するスクワット動作はアジアや中東諸国において日常生活で重要

な動作の一つである。しかし、人工股関節全置換術 (THA) 後に行う際には、脱臼や

インピンジメントの発生が危惧される。THA 前後において、①スクワット動作時の股

関節動態がどのように変化するか、②THA のライナーとネック間の最小距離 (ライナ

ーネッククリアランス) は未だ明らかではない。本研究の目的は、スクワット動作時

における股関節動態を THA 前後で比較し、股関節屈曲角度や骨盤傾斜の改善の程度

と、さらに THA 後のライナーネッククリアランスを明らかにすることである。 
【方法】片側 THA を施行した 10 症例を対象とした。スクワット動作を flat panel X-ray 
detector を用いて THA 前後で連続 X 線撮影した。CT データを用いて仮想デジタル再

構成画像を作成し、透視 X 線画像と画像相関を用いたイメージマッチングを行った。

この 3D-to-2D model-to-image registration technique により動作周期における骨盤、大腿

骨、インプラントの 3 次元的位置姿勢を同定し、股関節動態とライナーネッククリア

ランスを定量化した。 
【結果】スクワット動作において股関節最大屈曲は、術前平均 72 度から術後平均 81
度と有意に改善した。股関節最大屈曲時の骨盤傾斜は、術前平均 17 度後傾から術後平

均 10 度後傾と有意に 7 度前傾した。ライナーネック間最小距離は、前方、後方それぞ

れ平均 11mm、8mm と有意に前方距離が大きく、最大屈曲時のライナーネック間最小

角度は平均 35 度であった。 
【結論】THA 後では、骨盤傾斜は前傾し股関節可動域は改善した。ライナーネックク

リアランスは前方に十分な量を認めた。これらのデータは THA 後患者の動作指導に

おいて有用である。 
以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。

本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求

め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々

質問を行ったが適切な回答を得た。 
 よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 


